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 製品のアウトライン 
 
 
 

はじめに 
この度は、ポータブルガスリーク検知器 SP-220 シリーズ（以降「本器」）をお買い上げいただきありがとうござい

ます。お買い求めの製品型番と本取扱説明書に記載の仕様を照合し、ご確認をお願いします。 
 
本書は本器の取扱方法と仕様を説明したものです。本器を正しく使用していただくために必要な事項が記載され

ています。初めて使用される方はもちろん、既に使用されたことのある方も、知識や経験を再確認する上で、よく

お読みいただき、内容を理解した上で使用してください。 
 
なお、製品改良のために、この説明書の内容を将来予告なしに変更することがあります。また、この説明書の全

部または一部を無断で複写または転載することを禁じます。 
 
保証期間の内外を問わず本器を使用することによって生じたいかなる事故および損害の補償はいたしません。 
保証書に記載されている保証規定を必ずご確認ください。 
 
 

使用目的 
本器は、大気中のリン化水素（ホスフィン：PH3）など、1 成分を検知するものです。 
本器には、燻蒸ガス用の漏洩検知を目的とする TYPE FUM、半導体材料ガスを主とする一般ガスの漏洩検

知を目的とする TYPE SC の 2 種類の仕様があります。 
検知結果により、生命・安全の保障をするものではありません。 
 
 

危険、警告、注意、注記の定義 
本取扱説明書では、安全かつ効果的な作業が行えるように、次の見出しを使用しています。 

危険 
取り扱いを誤った場合、「人命、人体または物に重大な被害を及ぼすことが想定

される」ということを意味します。 

警告 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に重大な被害を及ぼすことが想定される」

ということを意味します。 

 注意 
取り扱いを誤った場合、「身体または物に軽微な被害を及ぼすことが想定される」

ということを意味します。 

注記 取り扱い上のアドバイスを意味します。 
  







2. 安全上、大切なお知らせ  2-3. 注意事項 
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     注意 
その他 
• 連続してガスが接触した後や、高濃度ガスが接触した後は警報動作が続く場合があります。その場

合は、清浄空気を 5 分間以上(推奨)吸引し再度、エア校正を行って下さい。 
• むやみにボタンを押すと、各設定が変更されてしまい、警報が正常に作動しないことがあります。本

書に記載されている以外の操作は行わないでください。 
• 落下させたり、衝撃を与えたりしないでください。精度の低下を招くことがあります。 
• ブザーの開口部を先の尖ったもので突かないでください。故障や破損の原因となる恐れがあります。 
• 表示部のパネルシートを剥がさないでください。防水／防塵性能が損なわれます。 
• 赤外線ポート部にラベルなどを貼付しないでください。赤外線通信ができなくなります。 
• 使用環境には本器のセンサに悪影響を及ぼすガスも存在する場合があります。以下に示すガス存

在下での使用はできません。 
① 高濃度硫化物（H2S、SO2 など） 
② ハロゲン系ガス（塩素化合物など） 
③ シリコーン（Si 化合物） 
④ 高濃度溶剤ガス 
上記①～③のガス（高濃度硫化物、ハロゲン系ガス、シリコーンなど）の存在下で使用すると、センサ

の寿命が極端に短くなったり、正確な指示が得られなくなったりなどの不具合を発生しますので、この

ような環境では使用しないでください。 
万一、シリコーンなどが存在する場所で検知を行った場合、次に使用するまでに必ずガス感度を確

認してください。 
また、上記④のガス（高濃度溶剤ガス）が暴露すると、機器にクラックが発生する可能性がありますの

で、高濃度の溶剤ガスとの接触は避けてご使用ください。 
電池交換について 
• 電池を交換する場合は、必ず本器の電源を OFF にしてから行ってください。 
• 電池を交換する場合は、2 本とも新しい電池を使用してください。 
• 電池の極性に注意してください。 
使用に関して 
• 低温度の環境では、電池の性能上、使用時間が短くなります。 
• 低温時は LCD 表示の応答が遅くなる場合があります。 
• エア校正は、使用環境に近い状態の圧力、温湿度条件下かつ新鮮な空気中で行ってください。 
• エア校正は指示が安定してから行ってください。 
• 保管場所と使用場所の温度が 15℃以上急変するような場合、電源を入れた状態で使用場所と同様

の環境下にて 10 分程度馴染ませ、新鮮な大気中でエア校正を実施してから使用してください。 
• 本器の汚れを拭き取る際、水をかけたり、アルコールやベンジンなどの有機溶剤を用いたりしないで

ください。本器表面が変色したり、損傷したりする可能性があります。 
• 長期間使用しない場合でも、6ヶ月に一度は電源を入れ、ポンプが吸引することを確認してください（3

分間程度）。長期間動作させずにいると、ポンプのモータ内のグリスが固まり動作しなくなることがあ

ります。 
• 長期間使用しない場合は、乾電池を抜いて保管してください。電池の液漏れにより、火災、ケガなど

の原因となることがあります。 
• 長期の保管後、再度使用する場合は必ずエア校正を行ってください。エア校正を含めて、再調整は

弊社営業所までお問い合わせください。 
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 使用方法 
 
 
 

4-1. ご使用にあたって 
本器を初めて使用される方、また既に使用された経験のある方も、使用方法の注意事項を必ず守ってください。 
これらの注意事項を守らない場合には、機器の故障が生じ、正常なガス測定が行えない場合があります。 
 
 

4-2. 始動準備 
ご使用になる前に、次の注意事項をお守りください。これらが守られないと、正しくガス検知できない場合がありま

す。 
 
・電池が装着されている（および電池残量が十分）こと 
・テーパノズルおよびフィルタに汚れがないこと 
・テーパノズルに、折れや穴が開いていないこと 
・テーパノズルが取り付くニップルがゆるんでいないこと 
 

4-3. 電池の交換方法 
初めて使用する場合や電池残量が少ない場合は、以下の要領で新品の単 3 形アルカリ乾電池 2 本を装着してく

ださい。 
 

1 本器の電源が切れていることを確

認する 
電源が入っている場合、いったん切って

ください。 

 

2 ロック板を反時計方向に回して、電

池蓋を開ける 

3 古い電池を取り出し、電池の極性に

注意して新しい電池を入れる 
 

4 電池蓋を閉め、ロック板を時計方向

に回してロックする 

 
  







4. 使用方法 4-4. 始動方法 
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注記 
• 時計機能 ON に設定した場合、電池交換の際などに電池を外した状態で 5 分間以上放置した後に電源を

入れた場合、または電池の極性を誤って挿入したまま電源を入れたときは、時計異常（FAIL CLOCK）にな

ります。MODE ボタンを押して解除すると日時設定画面に移りますので「6-2.日時設定（P.33）」を参照して

日時を設定してください。 
• 暖機時間（WARM UP）は、センサの安定状況により異なります。 
• 長時間使用していなかった場合は、暖機時間が長くなったり、センサ異常（FAIL SENSOR）を表示する場

合があります。このようなときは、再起動してください。 
• 本器は起動時に自動的にエア校正が行われます。電源を入れた環境が測定雰囲気と異なる場合は、測定

雰囲気で再度エア校正を行ってください。 
LCD バックライトについて 
• AIR 、MODE 、POWER のいずれかのボタンを押すと、LCD バックライトが点灯します。LCD バックライ

トは、約 30 秒間無操作ですと消灯します。 
また、警報発報時には自動的に LCD バックライトが点灯します。 

 
  



4. 使用方法 4-5. 基本動作フロー 
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4-5. 基本動作フロー 
電源を入れてから、検知モードで使用します。 
（表示例：燻蒸ガス用の場合） 

 

 
  ※時計機能 ON 時のみ表示「6-3.

時計機能 ON/OFF 設定（P.34）」 
参照 





4. 使用方法 4-7. 濃度測定モードの切り替え 
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4-7. 濃度測定モードの切り替え 
本器は、出荷時に検知ガス種を PH3（ホスフィン）、警報点は 0.1 に設定されています。 
警報点は、検知するガスの環境により、燻蒸ガス用は 3 段階、半導体材料ガス用は 2 段階に切り替えて使用でき

ます。 
また、燻蒸ガス用の濃度測定モードには、通常の濃度測定モードと微分測定モードを選択できます。 
微分測定モードでは、「LOW MODE」と「HIGH MODE」に切り替えて使用できます。 
＜濃度測定モード＞ 
雰囲気でエア校正を行います。 
その後は、そのエア値に対しての変化をモニタしますので、漏れ量とバー表示に相関があります。 
（測定雰囲気が変化した場合は、再度エア校正を行ってください。） 
＜微分測定モード＞ 
測定環境の雰囲気中で一定時間ごとに自動エア校正を行い、環境影響(雑ガス・温度・湿度)を排除することで大

気中に漏洩する極微量なガスを検知できる高感度モードです。ガスが既に漏洩している環境下においてもガス濃

度のわずかな増加量を検出出来るため、漏洩箇所の特定に有効な測定モードになります。 
 
濃度測定モード（燻蒸ガス用）のガス警報点 

1 検知モードで、AIR ボタンと MODE ボタンを同時に押す 
AIR ボタンと MODE ボタンを押すたびに、警報点が 3 段階に切り替わります。 

 

 
 
濃度測定モード（半導体材料ガス用）のガス警報点 

1 検知モードで、AIR ボタンと MODE ボタンを同時に押す 
AIR ボタンと MODE ボタンを押すたびに、警報点が 2 段階に切り替わります。 

 

 
 

  











4. 使用方法 4-10. ピークホールド機能 
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4-10. ピークホールド機能 
ピークホールド機能を ON にすると、最新のピーク値を常にバーメータ表示で表示します。 
（表示例：燻蒸ガス用の場合） 
 

1 検知モードで、MODE ボ
タンを長押し（3 秒間以上）

する 
ピークホールド機能が ON に

なります。ピークホールド機能

ON 時、LCD 表示部に〝P″
が表示されます。 
 
 
ピークホールド機能を OFF に

するときは、MODE ボタンを

3 秒間以上長押ししてくださ

い。 

 

  

 
注記 
• 保持しているピーク値をクリアする場合は、検知モードで MODE ボタンを長押し（1 秒間）してください。 
 
 
 

 

4-11. 警報音と操作音の切り替え 
警報音と操作音を ON/OFF します。 
（表示例：燻蒸ガス用の場合） 
 

1 検知モードで、AIR ボタンと POWER ボタンを同時に押す 
AIR ボタンと POWER ボタンを押すたびに、警報音と操作音の設定を切り替えられます。 

 

 

 警報音 ON 
操作音 ON 

警報音 OFF 
操作音 ON 

警報音 OFF 
操作音 OFF 

警報音 ON 
操作音 OFF 

 

 

  



4. 使用方法 4-12. 照明ライトの点灯方法 
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4-12. 照明ライトの点灯方法 
計測場所が暗いときなどに照明ライトを点灯できます。 
 

1 AIR ボタンと POWER ボタンを同時に長押し（3 秒間以上）する 
照明ライトが点灯します。照明ライトは、点灯開始から約 2 分後に自動的に消灯します。 
 
照明ライトを消すときは、AIR ボタンと POWER ボタンを同時に長押し（3 秒間以上）してください。 

 
 
 

4-13. 電源を切る 
POWER ボタンをブザーが“ピッピッピッ”と鳴る（「TURN OFF」表示が消える）まで（3秒以上）押すと電源が切れ

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

注意 
• 本器内にガスが残っていると、自動排気モード(最大で 30 秒間)に入りますが、自動排気後には電源

が OFF になります。自動排気開始(PURGE 30)からカウントダウンし、ガスの排気が完了した時点で 
「TURN OFF」表示に切り替り、電源が切れます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自動排気開始(PURGE 30) 



5. ディスプレイモードの設定方法 5-1. ディスプレイモードへの遷移 
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 ディスプレイモードの設定方法 
 
 
 

5-1. ディスプレイモードへの遷移 
このモードでは、各種表示の確認と変更などを行うことができます。 
（表示例：燻蒸ガス用の場合） 
 

1 検知モードで、MODE ボタンを押す 
ディスプレイモードのピーク値表示に遷移します。 

 

   

2 続けて MODE ボタンを押して、該当メニュー

を表示させる 
押すたびに、ディスプレイモードの設定画面が切り

替わります。 
長押ししても設定画面が切り替わり、検知モードに

戻ると設定画面の切り替わりは停止します。 

 

3 設定項目を選択して、POWER ボタンを押す 
設定項目については、「ディスプレイモードの概要」

（P.24）を参照してください。 

 

 
注記 
• 何も操作をしないと、約 20 秒後に、自動的に検知モードに戻ります。 
• ディスプレイモードでは、ガス検知継続しており、警報作動します。 

 
 
 
 

  

























7. 警報機能 7-1. ガス警報動作 
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 警報機能 
 
 
 

7-1. ガス警報動作 
本器の「ガス警報」は、検知したガス濃度が警報設定値に達したとき、または警報設定値を超えたときに、警報ラ

ンプの点滅とブザーの鳴動、バーメータ表示で発報します。（自動復帰動作） 
 
ガス警報の警報ランプ点滅動作、ブザーの鳴動は、検知濃度により周期が変わります。 
 
 
 

7-2. 故障警報動作 
「故障警報」は、本器内での異常動作を検知したときに、ブザーの鳴動と警報ランプの点滅で、故障警報を発報し

ます。（自己保持動作） 
故障警報時には、LCD に以下の故障内容を表示します。 

・システム異常 ：FAIL SYSTEM  ・電池電圧低下 ：FAIL BATTERY 
・校正異常 ：FAIL AIR CAL  ・時計異常 ：FAIL CLOCK 
・流量低下 ：FAIL LOW FLOW  ・ポンプ異常 ：FAIL PUMP 
・センサ異常 ：FAIL SENSOR    

   
 

警報ランプ 約 1 秒周期の点滅動作の繰り返し 

ブザー 約 1 秒周期の断続鳴動の繰り返し 
ピッピ－、ピッピ－ 

LCD 表示 

流量低下（LOW FLOW）の表示例 

 
 
故障警報の発報時には、原因を究明し適切に対処してください。 
機器に問題があり、故障が頻発する場合は、速やかに弊社営業所にお問い合わせくださいますようお願いしま

す。 
 
注記 
• 流量低下警報（FAIL LOW FLOW）は、MODE ボタンを押すことにより解除できます。 
• 故障内容（エラーメッセージ）の詳細については「トラブルシューティング」（P.42）を参照してください。 

  









8. 保守点検 8-3. 各部品の交換 
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3 パッキン内部に入っているテフロンフィルタを、新

品に取り替える 

 

   

4 テフロンフィルタを取り付けたパッキンを、キャッ

プに取り付ける 
このとき、溝とリブがしっかりはまっていることを確認し

てください。 

 

   

5 パッキンの付いたキャップを本体に取り付ける 

 
 
 
センサの交換 
本器に内蔵しているセンサには有効期限（保証期間 1 年）があり、定期的に交換が必要です。 
ガス感度校正の際に、「校正できない」、「ゼロ校正しても指示が戻らない」、「指示がふらつく」などの症状がみら

れたら、センサの寿命です。 
販売店または最寄りの弊社営業所までご依頼ください。 
 
 
電池の交換 
電池の交換方法は、「電池の交換方法」（P.10）を参照してください。 
 
 

  





9. 保管および廃棄について 9-3. 製品の廃棄 
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＜ＥＵ加盟各国内での廃棄について＞ 
EU 加盟各国内で、本器を廃棄する際は電池を分別してください。取り外した電池については、ＥＵ加盟各国内の

法令などに従い、各地域の分別収集システムやリサイクル制度に従い、適切な処理をしてください。 
 
電池の取り外し方 
電池の取り外し方については、「4-3.電池の交換方法 (P.10)」を参照してください。 
 
 
注記 
クロスドアウトリサイクルダストビンマークについて 
このシンボルマークは、EU 電池指令 2006/66/EC に該当する電池を内蔵している製

品に表示されており、電池を適切な方法で廃棄していただく必要があります。このシン

ボルマークは、電池を廃棄する際に一般ゴミとは分別して処理する必要があることを意

味しています。 

 

 

 
 











   
 

   

 
 

 
 
  


